
　当所の管理棟（技術情報交流センター）は、『東

海環状テクノベルトの技術情報中枢として…新た

な技術ニーズに対応する』（工業研究所基本構想調

査より）などの目的のために、１９８９年１１月に建設さ

れました。それから２０年、この地域は『モノづくり

の拠点、元気なまち名古屋』として世界の注目を浴

びてきました。
　

　しかし、昨秋以降の未曾有の経済不況は当地域

にも波及し、引き続き厳しい状況が予想されてい

ます。この現状は、『中小企業の皆様への技術支

援』をモットーとする当所にとって、その存在意義

が問われる時であると認識し、工業技術振興施策

を展開してまいります。
　

　平成２１年度の取り組みとしましては、

１　各業界と連携しながら行う『業界対応専門研

修』を７コースから８コースに拡充します。

２　企業の課題解決の手助けを行う『オンリーワン

技術の開発』の受託枠を拡大し、より多くの受託

研究をお受けできるようにします。

３　（財）ＪＫＡ（旧日本自転車振興会）から助成を受

けて新たにＸ線ＣＴ装置を導入し、３次元測定に

よるバイオプラスチック製品の高品位化を目指

す３か年の研究を開始します。

　当所は平成１７年度より３か年を１期間とする目

標管理型の業務展開に取り組んでおり、今年度は

「第２期中期目標・計画」の第２年次になります。

　この計画に基づき、『出向きます技術相談』では、

毎年２００社以上の企業を訪問し、当所のコア技術を

基に技術相談や依頼試験や受託研究などで、技術

支援に取り組んでまいりました。
　

　今年度は厳しい現状を踏まえ、皆様のニーズや

課題解決に貢献できるよう、これらの活動を年度

初めより積極的に展開します。

　また、『モノづくりカレッジ技術者養成事業』と

して、『中小企業技術者研修』『業界対応専門研修』

『出前研修』などの研修事業も引き続き実施いたし

ますので、積極的なご参加をお願いします。
　

　名古屋市工業研究所は、『工業技術に関する研究

及び指導を行い、中小企業の生産技術の向上に資

する』ことを目的として設置されています。

　今年度も『活き・イキ・元気なごや』をめざし、

中小企業の皆様とともに、所員一同がんばってま

いりますので、当所をご活用いただきますようよ

ろしくお願いいたします。

（副所長　宿利　博明）

�

平成２１年度の取り組み
『活き・イキ・元気なごや』をめざして



�

　当所では平成２０年度から「めっき皮膜の熱加工性

向上技術の開発」の研究を実施しています。この研

究ではめっき処理製品の熱処理や経時にともなう

皮膜の膨れなどの不良の発生原因を解明し、それ

に基づく改良により不良発生率を低減させること

を目的としています。このような不良の発生原因

の解明には、不良部分の断面構造の解析が有用で、

試料の加工に伴う損傷のない正確な断面試料の作

製技術とその観察技術が必要です。今回、（財）ＪＫＡ

の補助を受けて、上記解析技術の確立のための新

規設備として分析機能付超高分解能走査電子顕微

鏡と、試料断面の作製に用いる断面試料作製装置

（イオンミリング装置）および試料トリミング装置

を導入しましたのでご紹介します。これらのシス

テムを利用することにより、従来の機械研磨によ

る試料断面の作製では困難であっためっき皮膜の

金属組織やサブミクロンの皮膜などを、加工によ

る損傷の影響なく観察できることが特徴です。ま

た、この技術は塗膜などの有機材料や多層膜に適

用することも可能です。

�　分析機能付超高分解能走査電子顕微鏡

　この超高分解能走査電子顕微鏡は低加速電圧観

察において高い分解能を有するため、ごく表面の

高解像度な写真が得られることを特徴としていま

す。信号可変機能により反射電子情報と二次電子

情報の割合を変化させることができるため、試料

に最適な顕微鏡写真が得られます。また後述のイ

オンミリングで仕上げた断面試料では、結晶によ

る反射電子の回折コントラストにより、化学エッ

チングを行わなくても結晶組織を観察することが

できます。

（仕様）走査電子顕微鏡

　メーカー　（株）日立ハイテクノロジーズ

　型式　　　Ｓ－４８００

　観察倍率　×２０～８００，０００

　加速電圧　０．５～３０ｋＶ

　照射電圧　０．１～２．０ｋＶ（リターディングモード）

　二次電子分解能

　　　１．０ｎｍ（加速電圧１５ｋＶ、ＷＤ４ｍｍ）

　　　１．４ｎｍ（加速電圧１ｋＶ、ＷＤ４ｍｍ）

（仕様）エネルギー分散型Ｘ線分析装置

　メーカー　（株）堀場製作所

　型式　　　ＥＸ３５０ Ｘ－ａｃｔ

　検出元素　Ｂ～Ｕ

　液体窒素レス半導体検出器

�　断面試料作製装置

　試料の断面を観察するため、試料を切断して樹

脂に包埋後、研磨紙で研磨する従来の方法では、試

料断面に歪み等の加工変質層が入るので、微細な

組織を観察することが困難でした。本装置（写真２）

めっき皮膜の熱加工性向上に関する研究開発関連分野の
 新規導入設備（平成２０年度（財）ＪＫＡ設備拡充補助事業）
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写真１　分析機能付超高分解能走査電子顕微鏡 写真２　断面試料作製装置
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では、試料の上に遮蔽板を重ねて配置し、遮蔽板端

部に平行にアルゴンイオンビームを照射して試料

の断面加工の際に生じた細かい傷や歪みを除去す

ることにより、歪みのない断面試料を作製するこ

とが可能です。

（仕様）

メーカー　（株）日立ハイテクノロジーズ

型式　　　Ｅ－３５００

アルゴンガス使用

加速電圧　～６ｋＶ

ミリングレート　１００μｍ／ｈ　（Ｓｉ、遮蔽板端部

　　から試料端部までの距離が１００μｍの場合）

　試料サイズ　２０ｍｍ（Ｗ）×１２ｍｍ（Ｄ）×５ｍｍ（Ｈ）

�　試料トリミング装置

　本装置は、実体顕微鏡の試料台に切断、切削、研

磨を行う機構を備えたもので、試料を実体顕微鏡

（もしくは液晶モニター）で観察しながら加工する

ことができます。また、試料を治具に固定した状

態で、観察光路およびツールに対して角度調整可

能なことから、試料を取り外すことなしに、ター

ゲットの位置確認と試料調製が可能です。この装

置により、光学顕微鏡や電子顕微鏡観察の前処理

として、従来では取り扱いにくかった試料を短時

間で容易に前処理することが可能です。

（仕様）

メーカー　ライカマイクロシステムズ（株）

型式　　　ＥＭ ＴＸＰ

推奨試料サイズ　試料幅１０ｍｍ、厚さ３ｍｍ

高速回転モータ　～２０，０００ｒｐｍ

Ｄｒｙ処理　ミリングカッター

Ｗｅｔ処理　ダイヤモンドディスクカッター

　断面試料作製技術を用いた実施例を紹介します。

写真４は鋼材上にニッケルめっき処理した製品を

ろう付けするために１１００�で熱処理したところ、

膨れ不良が発生したサンプルの断面組織写真です。

赤矢印で示した箇所に膨れ（はがれ）が生じていま

す。その鉄鋼材側には、鉄ニッケル合金層が形成

されており、ニッケル層と鉄ニッケル合金層の界

面で膨れが発生しているのがわかります。また、

鉄ニッケル合金層は、粗大な結晶粒の領域と微細

な結晶組織を有する領域とに分かれていることが

明瞭に観察されます。さらに拡散にともなうボイ

ドの発生も観察されます。

　このように有用な情報の得られる断面観察が、

さらに精密に行うことができるようになりました

ので、興味のある方はお気軽にご連絡ください。

（表面技術研究室　三宅　猛司、加藤　雅章）

ＴＥＬ（０５２）６５４－９９１５、９９１４写真３　試料トリミング装置

写真４　熱処理後のニッケルめっきの断面組織
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平成２０年度「工業技術グランプリ」のご報告

おおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせ

　名古屋市では、当地域の中小企業の技術振興及

び経営の活性化を促進するため、独創性や着想に

優れ、技術的にも高度で、かつ工業的にも有用であ

る新技術や新製品を表彰する『名古屋市工業技術グ

ランプリ』を実施しています。

　平成２１年２月１９・２０日に開催された『技術融合化

シンポジウム』において、受賞者の表彰式と受賞事

例発表会のほか、受賞作品の展示を行いました。

各賞の受賞企業は以下のとおりです。

　

◆　審査結果　◆

名古屋市長賞（１点）

・パソコンからの製版信号を使って印刷する金属

箔プリンター （株）シード

　

名古屋市工業研究所長賞（２点）

・一個流し・インライン化を可能にした、冷間鍛造

用小型自動潤滑剤塗布装置「ＳＫＩＰ」

 協和工業（株）

・パーツロボ タイムオートマシン（株）

　

（財）名古屋市工業技術振興協会長賞（３点）

・非常用電源装置 奥田電気工業（株）

・システム開発技術者向け帳票開発支援ツール

「ｅＤｏｃｕＴｏｏｌ．ｎｅｔ／ｏＤｏｃｕＴｏｏｌ．ｎｅｔ」

 （株）Ｒ＆Ｄソフトウェア

・産業用油水分離装置「Ｏｈ！ ＴＯＬＬＥＲ」

（株）サシュウ産業

（財）名古屋市工業技術振興協会奨励賞（４点）

・ユニットヒーター （株）ＳＰＦ

・キャップ式コイル転倒防止器「タオレン」

森トク運輸（株）

・Ｗｉ－Ｆｉによる多点データ収集システム

　（アンケート収集システム） （株）タクト

・６０°生爪（助さん） タカハシテクニア（株）

「地域功労者」表彰を受けました  

　このたび、名古屋瑞穂ロータ

リークラブより、「職業を通じ、

地域社会に貢献している組織」

として『地域功労者』表彰を受

けました。同クラブをはじめと

する関係の皆様に改めてお礼申

し上げます。

シンポジウムでの受賞事例発表会


